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(LcagueofNations=ibid・P-79)キチ ン氏 は!::、の 年 平 均 」曾加 率3・170を%1850-
1910年に於 け る貨 幣 用 金 の 平 均 的 曾 加 率 で あ1,、統 計 的 方 法 に よ り、鴬 該60年
間 の全 数 値 を考 慮 しつさ 計 算 され た もの と考 へ て る られ る が 、 その 薦 め に は 、
キ チ ン氏 の如 く1850年の 貨 幣 用 金 現 在額 と 兀910年の そわ と を比 較 して」曾加 李
を求 め る よ りも、最 少 自乗 法 に よ る方 が 、 よIfl'A.r3q3であ ら う・
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Dr. Loanz及び W I.Woytinsky は、正常的貨幣用金量 1=a・bx を以て、年々
む貨幣用金現在額 m を!闘って 100を乗じた相i射的貨幣用金量が、年々の物債
100.m _ ".L<._肉 lOO.m
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































100・mる條 件 を滞 ナ もの で あ る事 を要 ナ る と言 ふ 理 由1から、19 に っ き最 少
P
從 っ て4==232.4x自 乗 法 に よっ て 一 次 の趨 勢 線1gτ=2.3662十s,i/).01343.
].・03142xを得 、 これ に よっ て正 常 的貨 幣 用 金 量 を得 、 それ に 從 っ て 、相 対 的 貨
幣 用 金 を計 算 し、 それ が 、キチ ン教 授 の 相 野 的 資幣 用 金 量 よ りも更 に よ く、 物
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Jangen ¥司lellen，Schmollers Jahγbuch， 55.Jahrg. 4・H.S. 27-3'， 4'-2) 
拙稿「依然たる物倒低落」酎I掲 [98-I99J(
拙稿「一般的均衡鯉系と交換方程式市官協和2-3頁参照
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StruktL1r uncl Rhythmus der \\~eltvdrtschnft， 1931， S.398脚註



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Layton=ibid・巻 末 附 岡 参 照
Cassel=a・[しO.417.参 ∫里召
ibid.159-60それ ばBartholomewの..II.rla9⊂)1'the¥¥Vo】'ldsCommerceLay亡0?y】
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Statistical Abstract 01 the V. S. 1922， p.708には、 Sotbeerの計算に上るも
のとして、，86，年乃至，885年について、年々の金産額がか Lげである。
23) 例へば、K:arlrciuiuky: High Cost 01 Living， "912，一一Lnyto，n:An Intro-
cluction etc.-ーー
Albert Aupetit: E品川町.1ral theorie gen町 alede le monaie. 1901， p・277-80
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LenoiT: ibid. p. 195 9. P. 1195 
1}ヴセ Jレ教按は、此の方法を、初め陀は、 185の--1000年について用ひ、 1850
年の舎現在綴を50億場、 1900年白それをE85億r.幸と推定し、金現在者百四正常的
増加率を2.65%とされたのである。 CaSoel目。tl forand口昭aT-i den allmanna 
pri，nivan (Ekonomisk Tidskrift.. 1904. p. 31出 3I)ー-R.H. HookeT: The 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Society,Vol,75,p.:23.によ る一fkY.一rHooker氏は 、 カ ツセ ル教 授 が 金 現
在 額 推 定 に 當 っ て 、年 々 の金 の 永 久 堕 浦 賀 を 金 現 在 額2%と さわ た も の と解
しっ っ で は あ る が 、 ヵ ッ セ ル教 授 の 計 禦 を 、1910年ま で 延 長 しで 居bれ る、
(H・・ker:ibid.P.・4)。叉 、Len・i・氏{;C,uCassel教授 のaを ・金 現 在 額 で な
く金 生 産 額 を考 慮 せ るAupetit氏の設 と同 列 に 置 い て 居 られ るが ・(Lenoir=













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































b)W・ytinskyjl一雫 一'・つ … 韓 醐 ・幽 求 ・、・れ ・ よつ ・正 鋤
貨 幣用 金量 を計 算 す る事 に よっ て、 然 らざ る場 合 に相封 的貨 鱒 用 金量 と物 債

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 二 表 .「 増 加 保 勲
..値 に よ る時 に は、景 氣駆 動 の波 が均 等的 鰻展 傾 向 の算 定 を不 合理 な も.め
るお それが あ るので、.本文 の 如 き仕 方 に.よる。. 、..・ ・.
3勃 拙 稿 「一般 的 均衡襯 系.と交 換 方程 式 」前福 。 参 照
33)、こ 」に掲 げ る もの以後 に 閲 す る巌 値 が、後 其 既 に得 られ て み るけれ ど も
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